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全専各連緊急理事会・都道府県協会等代表者会議を開催

　１１月２６日、東京都・アルカディア市ヶ谷において、緊急

理事会・都道府県協会等代表者会議が開催された。出席者

は緊急理事会が６３名（当日出席者５０名、委任状提出者１３

名）、都道府県協会等代表者会議が４５名。

　初めに、緊急理事会では、中込三郎会長が開会あいさつ

として、開催経緯（運動方針実現に向けた今後の対応につ

いて理事会で機関決定し、方向性を明確化する必要がある

こと）を説明。

　また、会長指名常任理事であった、大阪の福田益和副会

長が、９月３０日付で近畿ブロック長に就任したため、京都

の田中幸雄理事が、新たに常任理事として会長指名された。

　続いて、塩原誠志文部科学省専修学校教育振興室長が来

賓あいさつを兼ねて、中央教育審議会「キャリア教育・職

業教育特別部会」審議経過報告、「専修学校教育の振興方策

等に関する調査研究協力者会議」、「行政刷新会議事業仕分

け対象事業等についての意見募集」、「高等学校等就学支援

金」等について説明を行った後、行政刷新会議事業仕分け

について質疑応答が行われた。

　議長は会則第３２条により、中込会長が就任し、議長が会

議の有効な成立を確認した後、議事録署名人に宮�善昭理

事、衣斐信行理事を選出し、議事に入った。

【第１号議案　運動方針をめぐる今後の対応】

　中込会長が配布資料に基づき、全専各連が運動方針に掲

げる「新たな学校種の創設」及び「現行制度での振興・充

実方策の推進」に関する今後の対応として、必要な調査の

実施や、文科省及び国会議員への働きかけの必要性につい

て説明を行った。

　本議案については、国会議員への働きかけに関して、各

県の事情を含めて様々な角度から意見が出されたが、出席

者全員拍手承認され、緊急理事会を終了した。

　小憩後、都道府県協会等代表者会議を開催。川越宏樹新

職業教育体系推進担当副会長・キャリア教育・職業教育特

別部会委員が、中教審特別部会の審議経過報告や、今後の

方針について説明した。その後、質疑応答が行われ、塩原

室長からは、鋭意審議は行われるものの、年内の答申とり

まとめはスケジュール的に困難との見通しが示された。

　また、中村徹副会長、岡本比呂志常任理事より、自身が

参画している協力者会議について、第１回会議が１１月１１日

に開催されたこと、会議の趣旨（専修学校制度の目的・役

割を踏まえつつ、今後、専修学校固有の課題、振興方策等

について検討を行うこと）を説明。また、塩原室長より、

今後、中教審の進行状況を踏まえ、協力者会議の議論を進

めていくと、補足説明が行われた。

　続いて、事務局が配布資料に基づき、平成２１年度ブロッ

ク会議報告及び平成２２年度の日程を説明。また、厚生労働

省への対応（緊急人材育成・就職支援基金の状況等）につ

いては、事務局の説明後、秋葉英一理事・総務委員長から

補足説明（各都道府県における地域訓練協議会の開催等）

が行われた。

　次に、福田益和専教振理事長があいさつに立ち、専教振

が行う各種事業への会員校の積極的な参加をよびかけた後、

保険事業の一つである「疾病補償型学生新補償制度」の事

務局（株）ジャパン・プロテクト・システムズより、保険

制度の説明が行われた。

　最後に、中込会長が閉会の言葉を述べ全日程を終了した。

運動方針をめぐる今後の対応を承認

開会あいさつで開
催経緯を説明する
中込三郎全専各連
会長
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　全専各連の平成２１年度重点目標「現行制度の充実・改善

方策の推進」で、文部科学省に立ち上げを求めていた協力

者会議が、１１月１１日付け生涯学習政策局長決定により「専

修学校教育の振興方策等に関する調査研究の実施につい

て」を主題に設置された。要項、名簿等は次のとおり。

【設置要項（抄）】

１．趣旨

　平成１８年に改正された教育基本法では、教育の目標の１

つとして「職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んず

る態度を養うこと」が定められたところであり、我が国に

おける中核的な職業教育機関として発展してきた専修学校

の役割は、今後、ますます大きくなるものと考えられる。

　平成２０年１１月に公表された「専修学校の振興に関する検

討会議報告」では、専修学校のみでなく学校教育全体を俯

瞰した新しい「職業教育」のシステムを形成することと同

時に、専修学校の教育内容自体についても、社会からの要

請に対応し、より一層充実させていくこと等の必要性が指

摘されている。

　このような中、各学校種を通じた総合的な視野からの検

討として、平成２０年１２月以降、中央教育審議会において、

「学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

の審議が進められている。

　以上の状況等にかんがみ、専修学校制度の目的・役割を

踏まえつつ、専修学校固有の課題等への対応を図る観点か

ら、社会の要請に対応した教育内容の充実をはじめ、これ

からの専修学校教育の振興方策等に関する調査研究を行い、

もって今後の施策立案等に資するものとする。

２．検討課題

　①教育内容・方法の改善・充実、②多様な学習ニーズへ

の対応、③各種制度等における専修学校の取扱い　他

【協力者名簿】

　専修学校関係者４名（全専各連等役員３名）を含む１３名

（敬称略、５０音順）＝相川順子（õ全国高等学校ＰＴＡ連

合会副会長）、青山伸悦（日本商工会議所理事・産業政策第

一部長）、小方直幸（広島大学高等教育研究開発センター

准教授）、岡本比呂志（ù中央情報学園理事長・全専各連常

任理事）、黒田壽二（金沢工業大学学園長・総長）、小杉礼

子（独立行政法人労働政策研究・研修機構統括研究員）、今

野雅裕（政策研究大学院大学教授・学長特任補佐）、笹のぶ

え（東京都立大学附属高等学校副校長）、清水信一（武蔵

野東技能高等専修学校校長・全国高等専修学校協会副会長）、

中村徹（ù中村学園副理事長・全専各連副会長）、開敏之

（兵庫県教育委員会義務教育課長）、室井俊一（大阪府府

民文化部私学・大学課長）、山本絵里子（専門学校山形Ｖ．

カレッジ副校長）

【会議開催の状況】

　第１回（１１月１１日）は、座長（黒田氏）及び座長代理

（今野氏）の選出、事務局の趣旨説明等（専修学校の現状

等に関する主要データ、各種審議会・検討会議等の提言事

項と対応状況、具体的な検討課題として考えられる事項

例）の後、自己紹介を兼ねた自由討議を実施。今後、課題

ごとにテーマを絞って問題を議論・整理することとなった。

　１０月４日、川端達夫文部科学大臣の滋賀県大津事務所を

大臣就任後初めて中込三郎会長、外池和彦滋賀県会長が表

敬訪問した。専修学校の今後の在り方を踏まえた現状と課

題について意見を交わし、全専各連の今後の活動に対する

理解と協力を求めた。

　続いて、１０月７日に改めて文部科学大臣室を中込会長、

中村徹副会長、川越宏樹副会長が訪ね川端文部科学大臣と

懇談するとともに、１０月１３日には鈴木寛文部科学副大臣と

の面会のため中込会長、中村副会長、岩崎幸雄常任理事が

文部科学副大臣室を訪ねた。

　文部科学省において、１０月１日付けで、以下のとおり人

事異動がありました。（　）内は前任者。

○専修学校教育振興室第一係

　　山本　悟氏（相原恵子氏）

　前号以降、下記のブロック会議が開催されました。詳細

は、全専各連ホームページ内の「広報全専各連プラスＷＥ

Ｂ」に掲載しています。

○南関東ブロック会議（９月１５日（火）　埼玉県・浦和ロイ

ヤルパインズホテル　参加者約１８０名）

○東北ブロック会議（９月１７日（木）　宮城県・ホテル仙台

プラザ　参加者約１１０名）

文科省「専修学校教育の振興方策等に関する調査研究」協力者会議を設置

文部科学大臣・副大臣表敬訪問
文部科学省人事異動

ブロック会議開催
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　平成２１年度秋の叙勲が次の方々に贈られました。長年

の努力と功績が認められた関係者のご芳名を掲載し、心

よりお祝い申し上げます。（敬称略）

＊旭日小綬章

山本恒雄（山形県・専門学校山形Ｖ．カレッジ理事長）

＊瑞宝小綬章

永嶋龍次（埼玉県・東都コンピュータ専門学校理事長）

＊瑞宝双光章

鈴木敏之（静岡県・中央歯科衛生士調理製菓専門学校理

事長）

心よりお祝い申し上げます

秋の叙勲・褒章受章者

　中央教育審議会キャリア教育・職業教育特別部会は、７

月３０日に公表した審議経過報告「今後の学校におけるキャ

リア教育・職業教育の在り方について」（概要は１４２号に既

報）について、次のとおり３回にわたって関係団体（全２８

団体）からのヒアリングを実施した。

【第１３回（９月２９日）】（発表順）

　①全国高等学校長協会、②日本私立中学高等学校連合会、

③ú産業教育振興中央会、④õ全国高等学校ＰＴＡ連合会、

⑤全国都道府県教育委員会連合会、⑥全国市町村教育委員

会連合会、⑦全国連合小学校長会、⑧全日本中学校長会、

⑨全国特別支援学校校長会。このほか意見書を提出したの

は４団体（全国国公立幼稚園長会、全日本私立幼稚園連合

会、日本私立小学校連合会、õ日本ＰＴＡ全国協議会）。

【第１４回（１０月１９日）】（発表順）

　①公立大学協会、②全国公立短期大学協会、③日本私立

短期大学協会、④高等専門学校連合会、⑤国立大学協会、

⑥日本私立大学団体連合会、⑦全国専修学校各種学校総連

合会。

【第１５回（１０月２８日）】（発表順）

　①全国中小企業団体中央会、②日本教職員組合、③日本

高等学校教職員組合、④日本労働組合総連合会、⑤õ経済

同友会、⑥全日本教職員組合、⑦全日本教職員連盟、⑧全

国教育管理職員団体協議会。

　このうち第１４回の全専各連のヒアリングでは、中村徹副

会長、重里徳太理事及び事務局が出席し、「改革の基本的方

向性について」、「高等教育機関における職業教育の在り方

について」及び「後期中等教育機関におけるキャリア教

育・職業教育の在り方（高等専修学校）について」を柱と

して、職業実践的な教育に特化した枠組みの必要性やイメ

ージ等に対する考え方、現行の専門学校及び高等専修学校

のキャリア教育・職業教育の充実の方向性や方策（制度の

見直し、他の学校と異なる取扱いの是正等）を述べ、委員

との質疑応答を行った。

　また、関係団体のヒアリングを終えた第１６回の会議は１１

月１７日に開催され、「社会的・職業的自立、学校から社会・

職業への円滑な移行に共通して必要な能力等（基礎的・汎

用的能力）」について、検討用資料をもとに議論を行った。

第１７回は１２月１１日に開催予定。

＜部会・関係団体等主催＞

　○青年懇話会第１９回経営戦略セミナー

　○日本留学フェア（韓国）

　○全国私立学校審議会連合会総会

　○ＡＤＥＣ色彩士検定結果

　○理容美容学生技術コンテスト

　詳細は全専各連ホームページ「広報全専各連」→プラスＷ

ＥＢよりご覧いただけます。http://www.zensenkaku.gr.jp/koho/

■平成２２年度専修学校関係概算要求及び事業仕分けの評決

について

■平成２１年度まなびピア埼玉

■ブロック会議概要報告（南関東、東北）

■専門部会等総会　＜分野別専門部会総会＞

　○全国専門学校情報教育協会定例総会

　○全国専門学校日語教育協会定例総会

　○全国経理教育協会定例総会

■研修会等

＜専教振主催＞

　○教員と講師のためのビジネス教育研修会

　○教員国内派遣研修事業・教員研究奨励事業ご案内

　募集要項等に、３月３１日までに入学辞退の意思表明

をした者に授業料等を返還することを明記してあるか、

不適切な記載がないかも併せ、改めてご確認ください。

ご心配な点は都道府県所管課等とご相談ください。

　本件に関わる通知等は全専各連ホームページにてご

覧いただけます。

中教審「キャリア教育・職業教育特別部会」審議状況

広報全専各連プラスＷＥＢ掲載記事一覧
会員校の皆様へ
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　平成２１年度９月６日に文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

情報システム試験（前期）・情報デザイン試験（前期）が下

記のとおり実施された。受験状況・結果は次のとおり。

◇情報システム試験（出願団体数：７１団体）

■基本スキル

　　出願者数　 ２,２８４名

　　受験者数 ２,０１７名

　　合格者数 １,４８０名

　　合格率 ７３.４％

■プログラミングスキル

　　出願者数 １,７３９名

　　受験者数 １,５０３名

　　合格者数 ６４９名

　　合格率 ４３.２％

■システムデザインスキル

　　出願者数 １,２７６名

　　受験者数 １,１１５名

　　合格者数 ７９３名

　　合格率 ７１.１％

■システムエンジニア認定

　　出願者数 １,２２８名

　　認定者数 ６９４名

　　認定率 ６４.７％

■プログラマ認定

　　出願者数 １,７０５名

　　認定者数 ６２８名

　　認定率 ４２.５％

◇情報デザイン試験（出願団体数：２７団体）

■ビジュアルデザイン分野認定

　　出願者数 ２１６名

　　受験者数 ２０１名

　　認定者数 ７５名

　　認定率 ３７.３％

■インタラクティブメディアデザイン分野認定

　　出願者数 １２７名

　　受験者数 １１６名

　　認定者数 ６６名

　　認定率 ５６.９％

■プレゼンテーションデザイン分野認定

　　出願者数 ２６３名

　　受験者数 ２４２名

　　認定者数 １５６名

　　認定率 ６４.５％

　１２月６日（日）に実施される第２７回ビジネス能力検定

（Ｂ検）の出願者集計が、次のとおりまとまった。合否の

発表は平成２２年１月下旬の予定。

○出願団体数　 ３５８団体

○出願者総数　 ２６,２２０名

　　うち一級　 ４７８名

　　うち二級　 ５,１８５名

　　うち三級　 ２０,５５７名

　専教振では、専修学校制度発足以来、年度ごとに全国の

専修学校を網羅した、「全国専修学校総覧」を刊行し、全国

の高等学校進路指導部をはじめ、関係官庁やハローワーク、

各種金融機関等で広く活用されています。

　本年度も文部科学省、全国の関係官庁、各専修学校等の

ご協力を得て、９月に刊行いたしました。

「平成２２年版全国専修学校総覧」は、専修学校制度の解説

から現状と動向などを掲載する「解説編」、平成２１年５月

１日現在で認可されている専修学校全てを私立・国立・公

立別、都道府県順に掲載する「名簿編」、ご賛同・ご協力い

ただいた個々の専修学校について詳細を掲載する「学校案

内編」の３部で構成されています。

　刊行に当りまして、ご協力をいただきました皆様に、厚

く御礼を申し上げ、今後ともご協力を賜りますよう、何卒

よろしくお願い申し上げます。

Ｊ検　情報検定　受検状況・結果

Ｂ検　ビジネス能力検定　出願状況

平成２２年版全国専修学校総覧
刊行のお知らせ
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　文部科学省の社会教育功労者表彰制度の表彰者として、

専教振の推薦した福田益和理事長（大阪府専修学校各種学

校連合会会長）が平成２１年度の披表彰者に決定した。功績

分野は技能検定。表彰式は、１１月２０日に文部科学省の講堂

で行われた。

＜役員会・総会等＞

●全専各連第１１０回理事会

　平成２２年２／２５（木）　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会理事会

　平成２２年２／２６（金）　東京都・アルカディア市ヶ谷

●専教振第６９回評議員会・第１００回理事会

　平成２２年３／１７（水）　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全専各連第５９回定例総会・第１１１回理事会

　平成２２年６／１６（水）　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会定例総会・理事会

　平成２２年６／１７（木）　東京都・東京ガーデンパレス

●専教振第７０回評議員会・第１０１回理事会

　平成２２年６／２５（金）　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜平成２２年度ブロック会議＞

●中国ブロック会議

　平成２２年７／１６（金）

　岡山県岡山市・ホテルグランヴィア岡山

●九州ブロック会議

　平成２２年７／２９（木）～３０（金）

　宮崎県宮崎市・ワールドコンベンションセンターサミッ

ト

●中部ブロック会議

　平成２２年８／１９（木）～２０（金）

　岐阜県岐阜市・岐阜都ホテル

●北関東信越ブロック会議

　平成２２年８／２６（木）

　栃木県宇都宮市・ホテル東日本宇都宮

●東北ブロック会議

　平成２２年９／１６（木）

　岩手県盛岡市

●近畿ブロック会議

　平成２２年１１／４（木）

　奈良県奈良市・ホテル日航奈良

＜その他会議＞

●事務担当者会議

　平成２２年４／２２（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜検定試験＞

●文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

◇平成２１年度後期試験

【情報システム試験】平成２２年２／１４（日）

●文部科学省後援・ビジネス能力検定（Ｂ検）

◇第２７回【１級２次】

　平成２２年２／７（日）東京・福岡会場

　平成２２年２／１４（日）東京・大阪会場

＜研修会＞

●第１４回ビジネス教育事例発表研修会

　平成２２年２／１８（木）～１９（金）

　東京都・都市センターホテル

＜その他＞

●第６５回全国私立学校審議会連合会総会

　平成２２年１０／２１（木）～２２（金）

　東京都・ヒルトン東京

　９月１日に専教振が発行いたしました「平成２２年版全国

専修学校総覧」におきまして、下記の誤りがありました。

ここにお詫びし訂正いたします。なお、来年度以降から学

則が変更されるものについては、平成２３年版にて訂正いた

します。

○専門学校花壇自動車整備大学校（ｐ７７）

　正　専門学校花壇自動車大学校

○東京アニメーションカレッジ専門学校（ｐ１１２）

　正　０３．５３３２．３０５６

○専門学校鳥取情報経理学院（ｐ２００）

　正　専門　工　情報システム、Ｗｅｂクリエイター

　　　専門　商　情報会計、医療事務、ビジネス

○山口調理製菓専門学校（ｐ２１２）

　正　専門　衛　調理師

○共生館福祉医療専門学校（ｐ２２９）

　正　専門学校共生館国際福祉医療カレッジ

文部科学省　平成２１年度
社会教育功労者表彰

平成２１～２２年度年間予定日程

平成２２年版全国専修学校総覧　お詫びと訂正
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　『専門学校学生手帳』・『高等専修学校生徒手帳』の予約

受付が始まりました。

　この手帳は、長年にわたりご利用をいただいている学

校からのご意見・ご要望を取り入れ、「高等専修学校生

（専門学校生）の心がまえ」、「専門学校生が取得できる

資格一覧」等の内容を盛り込んだ、財団法人専修学校教

育振興会企画のオリジナル手帳です。

　価格は、〈共通版〉１部２６５円（消費税別途）より、５０

部以上のご注文からは校名・校章等をカバーに金字刻印

できます（別料金）。さらに２００部以上からは、学校独自

の頁（校則等）を加えた〈差替版〉や〈特注版〉も受け

付けております。

　共通・差替・特注版ともに、カレンダーや年間スケジ

ュール等の共通に利用できる部分を大量一括で印刷する

ため、低価格でのご提供となっております。

　学生・生徒手帳を導入されていない学校や来年度から

の導入を計画中の学校、手帳の改訂を検討中の学校にお

かれましては、この機会に是非お申し込みください。

　なお、見本を希望される学校は、専門学校学生手帳と

高等専修学校生徒手帳の別、担当者のお名前を明記し、

送料として１６０円（２部の場合は２００円）分の切手を同封

の上、下記までお申し込みください。

【お問い合わせ・ご注文先】

ナカバヤシ（株）販促業務部　担当　斉藤

〒１７４－８６０２東京都板橋区東坂下２－５－１

　電話　０３（３５５８）１２５２

　財団法人専修学校教育振興会では例年、規程にもとづ

き、専修学校各種学校の教職員、学生生徒の方々を対象

として、表彰状（Ａ３大：縦３１０Ÿ、横４３５Ÿ）を発行し

ております。

　この表彰は、文部科学省の所管する専修学校関係の公

益法人である専教振の理事長名にて行われるもので、毎

年全国から多数のお申し込みをいただき（平成２０年度実

績　教職員：２７５名、学生生徒：３,８１７名）、日頃から熱心

なご指導を行ってきた教職員、学業技芸等で優秀な成績

を修めた学生生徒にとっての、大きな自信や励みとなっ

ております。

　本年も専教振では、この表彰事業を円滑に行うため、

現在、各都道府県協会等に対して、会員校への周知を依

頼しております。

　つきましては、会員校の皆様におかれましては、各都

道府県協会等より送られてきた書面により、対象者をと

りまとめの上、各都道府県協会等へお申し込みください

ますようお願い申し上げます。

　詳細は以下のとおり。

１．表彰の対象者

　○教職員表彰（平成２１年度より規程及び文面を改定）

　専修学校各種学校の教職員としての勤務成績が優秀

で、専修学校各種学校教育の発展向上に寄与した功績

が著しく、規定の在職（勤続）期間を経過した者。な

お、在職期間につきましては、平成２１年度より、これ

までの「一律７年以上」から、段階別区分（①５年以

上、②１０年以上、③１５年以上、④２０年以上、⑤２５年以

上、⑥３０年以上、⑦特別表彰）に変更されました。表

彰回数に定めはありませんので、何度表彰していただ

いても結構です。

○学生生徒表彰（平成２１年度より文面を改定）

　在学中の学業に対する精励さが卓越し、かつ成績が

極めて優秀であると認められる者。表彰回数に定めは

ありませんので、何度表彰していただいても結構です。

２．表彰状の文面

　平成２１年度版より、表彰状の文面を今の時代に相応し

い、新しい文面に変更いたしました。

　詳しくは、専教振ＨＰ（http://www.sgec.or.jp/）を

ご覧ください。

○専教振トップ→「専教振とは」→「表彰事業」

３．受付期間

　　毎年１月中旬より２月中旬まで

４．手続方法

　　申請書に希望校ごとに教職員、学生生徒別に必要事

項を記入し、各都道府県協会等に申請してください。

　都道府県協会等一覧は全専各連ＨＰをご覧ください。

　http://www.zensenkaku.gr.jp/association/

学生・生徒手帳の予
約受付を開始いたし
ました

学生・生徒手帳の予
約受付を開始いたし
ました

教職員・学生生徒
表彰のご案内
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※第29回検定は平成22年12月5日（日）1,2,3級実施 

■第28回試験日／平成22年7月4日（日） 
■出願期間／4月1日（木）～5月18日（火） 
■実施級・受験料／2級（3,800円）・3級（2,800円） 

平成２２年度前期 
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